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加熱マットについて

１

２

作業用マットとしても使用可能

取り外したパーツやネジを置くスペースがあり、滑りにくい素材

になっているので、普段からお使いいただける作業用マットとし

てもお勧めしております。

ヒートガンよりも均一に加熱する事が可能

ヒートガンやカイロ等だと一部しか加熱できない事がございますが、

タブレットも収まるサイズの為、均一に加熱することが可能です。

また約5分で90℃まで加熱する為、作業時間の時短にもなります。

スマートフォンやタブレットの防水テープやバッテリーの粘着を手軽に加熱できる製品
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各種ボタン



① 端末を加熱マットの上に置き、電源ボタンを長押しします。

（スマートフォンモードが開始し、初期設定は90℃まで約5分で加熱します）

② 加熱が終了すると自動的に電源が切れます。

設定可能温度：10℃〜120℃

設定可能時間（タイマー）：0分〜900分
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使用方法（スマートフォンモード）



① 端末を加熱マットの上に置き、電源ボタンを長押しします。

② モード切替ボタンでタブレットモードにします。

（初期設定は90℃まで約5分で加熱し、その後20分間75℃で保温します）

③ 保温が終了すると自動的に電源が切れます。

設定可能温度：10℃〜90℃

設定可能時間（タイマー）：5分〜60分

※0分に設定すると自動的に保温が終了しませんのでご注意下さい。
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使用方法（タブレットモード）
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注意点
✓ 言語が英語モードだと華氏表記（°F）になる為、中国語モードをお勧めしております。

✓ タブレットモードは加熱及び保温の構成になっております。

・加熱段階（5分）

タブレットモードが有効になると、25分(初期設定)のタイマーがセットされ、5分程度で90℃(初期設

定)まで加熱し、加熱が完了すると保温段階に入ります。

・定温段階

ビープ音が3回鳴ると、定温段階に入り、75℃の定温でタイマー終了まで保温が可能です。タイマー

が終了するとビープ音が2回鳴り、自動的に電源が切れます。

✓ 加熱の際はディスプレイを上向きにしてご使用ください。画面交換（ディスプレイを廃棄する場

合）は、少しの間下向きで温めても問題ございません。

✓ 製品使用中は手袋を使用し火傷をしないよう十分にご注意ください。

✓ 使用後は電源をお切りください。長時間の加熱によりデバイスが破損する可能性がございます。

✓ 該当商品のご使用による機器等の損傷、不利益に関して責任は負いかねます。


